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入金処理問題の現象例（アンケート調査より）


全体の28％


（京都）	500件／月	1人	17H／月


全体の25％


（仙台）	1,200件／月


（千葉）	1,800件／月	1人	77H／月





・入金集計EDPインプットまでの期間が入金予定日から3、4日。


・未入金アウトプット（EDP）が締日後45日後である。


（締日から入金までは約30日）


・一部入金した後の残高分予定票アウトプットが10日後である。


・営業部門へ流す不良債権情報が支払い予定日後10日すぎのもの。





・消し込みができないものがある。


（不明入金が多い…MIFの約1～2％）


・仮受金処理が多い。


・デイリに消し込む。


・入金集計業務が大変（手集計である）。


・請求額と入金額が違うケース。


（手数料、振込ミス、一部支払い、保証金、売掛金以外など）





・抜き取りのための確実なキーがなく、担当者個人の記憶に頼っている。


・売掛金以外の入金がある（家賃等）。





・一度集計したデータを売管コード単位にまとめる必要がある。





入金通知書のシステム部門送付までに手間がかかる





入金通知書の区分け（抜き取り）に手間がかかる





入金処理システム（主にEDP関連）が現状の情報処理にマッチしない





入金消込作業が手間





入金通知書発行ロードが高い








